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第
二
十
八
回
熊
本
春
節
祝

賀
会
が
二
月
二
十
三
日
（
火
）

午
後
六
時
か
ら
、
熊
本
ホ
テ
ル

キ
ャ
ッ
ス
ル
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

熊
本
県
日
中
協
会
が
中
国

人
留
学
生
や
研
修
生
約
百
人

を
招
待
、
協
会
か
ら
も
会
員
や

来
賓
ら
百
二
十
人
が
出
席
し
、

新
年
を
祝
い
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。 

                       

ま
ず
、
柏
木
会
長
が
主
催

者
あ
い
さ
つ
。
蒲
島
郁
夫
県

知
事
、
武
樹
民
・
中
国
駐
福

岡
総
領
事
、
幸
山
政
史
市
長

（
い
ず
れ
も
代
理
）
の
来
賓

祝
辞
。
数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
優
勝
経
験
の
あ
る
向
山

諒
一
君
（
小
学
校
三
年
生
）

と
、
協
会
理
事
の
岩
下
俊
一

氏
の
祝
吟
の
後
、
来
賓
紹
介
、

祝
電
・
御
樽
紹
介
が
あ
り
、 

                       谷
口
功
熊
本
大
学
長
の
音

頭
で
乾
杯
。
大
代
純
市
理
事

か
ら
、
上
海
万
博
派
遣
事
業

の
紹
介
が
あ
り
、
い
よ
い
よ

開
宴
。
二
千
個
準
備
し
た
留

学
生
ら
手
作
り
の
水
餃
子

を
始
め
、
料
理
や
お
酒
を
楽

し
み
ま
し
た
。 

今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
上
海
万
博
の
民
間

公
演
に
協
会
か
ら
派
遣
す 

                     る
城
北
高
校
ダ
ン
ス
部
の

郷
土
芸
能
や
、
福
岡
県
か
ら

出
演
の
日
本
舞
踊
と
演
歌

を
披
露
。
山
鹿
灯
篭
踊
り
で

は
、
留
学
生
ら
か
ら
感
嘆
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
肥
後
古
流
松
風
会

の
皆
さ
ん
が
会
場
内
に
茶

道
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
参

加
者
た
ち
に
抹
茶
を
振
舞

い
、
留
学
生
ら
は
始
め
て
の

お
茶
に
「
お
い
し
い
」
「
苦

い
」
と
様
々
な
反
応
。 

             

ス
テ
ー
ジ
に
飾
ら
れ
た

恒
例
の
「
春
聯
」
の
説
明
が

王
忠
義
さ
ん
か
ら
あ
り
、

「
お
た
の
し
み
抽
選
会
」
で

は
五
本
の
特
別
賞
が
当
た

る
度
に
大
き
な
拍
手
が
沸

き
ま
し
た
。 

              

入
り
口
を
彩
る

提
灯
と
唐
辛
子

の
飾
り
つ
け 

柏木会長の主催者挨拶 

上
海
万
博
マ
ス
コ
ッ
ト

の
海
宝
（
ハ
イ
バ
オ
）
が

入
り
口
で
お
出
迎
え 

岩下俊一理事の詩吟と詩舞（錦心流渓水会） 

向山諒一君（小３） 

堂々たる姿です 
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柏
木
明
、
熊
本
華
僑
総
会
、

熊
本
機
能
病
院
、
創
価
学
会
、

崇
城
大
学
、
日
中
友
好
熊
本

県
議
会
議
員
連
盟
、
日
本
嵩

山
少
林
拳
連
盟
、
青
柳
英
幸
、

阿
蘇
製
薬
、
小
山
旅
館
、
稲

穂
会
、
岩
下
俊
一
、
上
田
祐

規
、
小
笠
原
徹
朗
、
小
国
ツ

ー
リ
ズ
ム
協
会
、
川
越
忠
信
、

熊
本
朝
日
放
送
、
熊
本
学
園

大
学
、
熊
本
硅
砂
鉱
業
、
熊

本
産
業
文
化
振
興
、
熊
本
放 

送
、
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス

ル
、
蔵
元
昭
一
、
國
米
聰
太 

         

荒
尾
市
日
中
友
好
促
進

会
議
、
岩
下
栄
一
、
大
代
純

市
唐
津
邦
利
、
木
原
稔
、
熊

本
産
業
文
化
振
興
、
熊
本
朝

日
放
送
、
熊
本
学
園
大
学
、

熊
本
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、

熊
本
工
業
専
門
学
校
、
熊
本

保
健
科
学
大
学
、
小
串
照
彦
、

國
米
聰
太
郎
、
佐
藤
征
紀
、 

  

郎
、
小
山
和
作
、
佐
藤
征
紀
、

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
、
慈
永
会
、

潮
谷
義
子
、
高
野
病
院
、
通

産
商
事
、
中
野
幹
夫
、
西
田

尚
史
、
野
田
た
け
し
、
博
光

会
、
保
健
科
学
大
学
、
松
野

憲
三
、
眞
鍋
嘉
人
、
三
浦
一

水
、
岡
村
透
、
イ
ズ
ミ
車
体

製
作
所
、
岩
谷
美
代
子
、
木

通
啓
子
、
栗
谷
利
夫
、
斉
藤

直
、
秀
拓
、
中
野
工
務
店
、

細
川
佳
代
子
、
吉
津
俊
子
、

中
尾
桂
子
、
松
本
崇
希
、
山

田
幸
美 

         

重
光
産
業
、
全
日
本
空
輸
熊 

本
支
店
、
崇
城
大
学
、
田
中

智
恵
子
、
中
尾
桂
子
、
中
垣

秀
夫
、
野
田
た
け
し
、
ヒ
ラ

イ
、
丸
美
屋
、
三
浦
一
水
、

南
九
州
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト

リ
ン
グ
、
南
九
州
ペ
プ
シ
コ

ー
ラ
販
売 

 

                                 

 

お
点
前
も
楽
し
み
ま
し
た 

恒
例
の 

餃
子
コ
ー
ナ
ー 
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熊
本
県
日
中
協
会
で
は
、

今
年
開
催
さ
れ
る
上
海
万

博
に
、
山
鹿
灯
籠
踊
り
、
お

て
も
や
ん
、
牛
深
ハ
イ
ヤ
踊 

            

                  り
な
ど
の
熊
本
の
郷
土
芸

能
を
披
露
す
る
、
城
北
高
校

ダ
ン
ス
部
の
十
四
名
を
派

遣
し
ま
す
。 

福
岡
県
の
「
九
州
・
日
中

文
化
交
流
協
会
」
の
日
本
舞

踊
な
ど
と
合
流
し
、
「
九
州

芸
術
団
」
と
銘
打
っ
て
六
月

二
十
日
に
万
博
会
場
内
の

ア
ジ
ア
広
場
で
公
演
を
行

い
ま
す
。 

同
公
演
に
併
せ
て
、
応
援

訪
中
団
も
結
成
、
万
博
会
場

の
視
察
、
上
海
在
住
の
熊
本

県
人
会
と
の
交
流
会
な
ど

も
開
催
予
定
で
す
。 

                                  

虎来福到 
虎
歳
接
萬
福 

新
春
納
千
祥 

 

虎が来たら福も来た（横断） 

虎の歳には限りなく幸福を享受して(右側) 

新春では無限の吉祥を受け取る（左側） 

◎中国語で「虎」の発音は「フー」、「福」の発音に似

ていることから、虎すなはち福とみなしています。 

春聯（しゅんれん）解説 

城
北
高
校
ダ
ン
ス
部
の

山
鹿
灯
籠
踊
り 

お楽しみ抽選に青柳理事も 

熱が入りました 
留
学
生
代
表
の
劉
艶
さ
ん
が 

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

 

と
謝
辞 

春
聯
の
説
明
を
す
る

王
忠
義
先
生 

柏木会長から幸運 

つかんだ留学生へ 

お
土
産
に
大
喜

び
の
留
学
生 

お土産の振り分け お腹がじゃまです 

餃子の下ご しらえを

する男子留学生 
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日
中
友
好
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
た
池
田
大
作
氏
が
創

立
者
で
あ
る
、
創
価
大
学
で
学 

ん
だ
の
が
き
っ
か
け
で
「
友 

好
の
仕
事
が
し
た
い
」
気
持 

                

 

       

ち
が
募
り
、
平
成
十
二
年
、

同
じ
志
の
夫
と
上
海
に
渡

り
ま
し
た
。 

夫
婦
で
教
鞭 

私
は
上
海
外
国
語
大
学

で
中
国
人
に
日
本
語
を
教

え
て
い
ま
す
。
夫
は
熊
本
大

学
教
育
部
卒
業
後
、
県
教
員

を
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
経
験
を
生
か
し
、
上
海

外
国
語
大
学
付
属
高
校
の

国
際
部
で
留
学
生
の
講
師 

  

 

           

       を
し
て
い
ま
す
。
と
い
っ
て

も
、
留
学
生
は
ほ
と
ん
ど
が

日
本
人
で
、
日
本
の
教
科
書

を
使
っ
て
「
現
代
国
語
」
を

教
え
て
い
ま
す
。 

日
本
文
化
紹
介
に
一
役 

授
業
の
ほ
か
に
日
本
文

化
を
紹
介
す
る
学
生
会
主

催
の
活
動
（
お
に
ぎ
り
大
会

や
俳
句
大
会
）
に
は
積
極
的

に
参
加
、
ま
た
、
上
海
の
熊

本
県
人
会
に
も
時
々
、
顔
を 

              

出
し
、
近
況
や
情
報
交
換
な

ど
に
努
め
て
い
ま
す
。 

逞
し
く
、
大
ら
か 

当
初
は
言
葉
の
壁
に
直

面
、
当
然
な
が
ら
、
文
化
や

習
慣
の
違
い
に
も
戸
惑
い

ま
し
た
。
日
本
人
が
中
国
人

に
嫌
わ
れ
る
こ
と
も
・
・
。 

た
だ
、
大
陸
の
人
た
ち
の

逞
し
く
、
大
ら
か
な
と
こ
ろ

に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
え

で
、
慣
れ
ま
し
た
。 

上
海
は
突
貫
工
事
中 

上
海
万
博
を
控
え
、
正
に
激

変
の
渦
に
包
ま
れ
て
い
ま

す
。
騒
音
と
埃
は
マ
ス
ク
が

必
要
な
ほ
ど
で
す
。
こ
の
発

展
は
世
界
一
の
勢
い
で
、
私 

              
は
「
上
海
力
」
と
呼
ん
で
お

り
、
日
本
に
分
け
て
あ
げ
た

い
気
持
ち
で
す
。 

日
中
友
好
を
自
負 

早
い
も
の
で
上
海
生
活

も
十
年
。
日
本
語
教
師
の
仕

事
が
十
分
に
日
中
友
好
に

役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

                       

                                  

上海国際マラソン

大会に参加した時 

こ
こ
で
教
え
て
ま
ー
す 

図書館で熱心に勉強する学生たち 

日
本
文
化
を
紹
介
す

る
会
で
の
学
生
た
ち 

    

紙
面
刷
新
し
て
一
年

半
。
編
集
内
容
の
充
実
を

う
た
っ
て
再
出
発
し
た

も
の
の
、
手
不
足
に
よ
る

限
界
を
感
じ
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
に
日
々
の

用
件
に
終
わ
れ
、
不
完
全

燃
焼
し
な
が
ら
、
見
栄
え

だ
け
は
確
保
し
て
き
た

か
な
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
紙
面
が
少
し
で

も
知
識
の
一
端
に
な
れ

ば
と
机
上
で
か
な
え
ら

れ
る
、
こ
と
わ
ざ
と
か
、

中
国
語
で
は
何
と
言
う
、

と

い

っ

た

情

報

か

ら

徐
々
に
幅
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

世
界
遺
産
の
紹
介
も

そ
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、

会
員
の
「
中
国
と
の
か
か

わ
り
」
と
い
っ
た
思
い
入

れ
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
提

案
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

（
機
関
紙
編
集
委
員
会 

小
串 

照
彦
） 

 

こ
の
ほ
ど
県
日
中
協
会
に

入
会
さ
れ
た
、
上
海
在
住
の

澤
田
依
子
さ
ん
か
ら
ご
挨
拶

の
お
便
り
を
い
た
だ
き
、
要

約
掲
載
し
ま
し
た
。 


